第２号様式

　年　月　日　

年度川崎区ソーシャルデザインセンターモデル事業応募団体概要書

（川崎区長宛て）

	団体名
	

	代表者役職・氏名
	役職
	

	
	氏名
	(ﾌﾘｶﾞﾅ)　

	
	
	

	代表者生年月日
	（和暦）



	住　所
	〒


	電話・ＦＡＸ
	電話
	
	ＦＡＸ
	

	団体のＨＰ、ＳＮＳ
（ＵＲＬ）
	ＨＰ
	

	
	SNS①
	

	
	SNS②
	

	
	
	

	設立年月日
	　　年　　月　　日

	団体の職員数
	　　人（　　年　　月　　日現在）

	団体の活動目的
	

	団体の活動内容、
活動実績、
団体の特徴など
	（本事業で活かす団体の強みを中心に記入してください。別添資料を添付していただいても構いません。）

	
	

	官公庁からの
委託事業、補助金
などの実績
	（実施年度、事業名称、官公庁名を記入してください。）

	
	

	川崎区内の地域課題の解決に向けた活動実績(応募日時点において１年以上継続している活動に限る)
	（別添資料を添付していただいても構いません。）

	
	


※「申請日時点において、川崎区内の地域課題の解決に向けた活動を１年以上実施し、現在も継続していることを証する書類（契約書、イベントの記録など）」、「団体の運営に関する規則その他規程」、「直近１年以内の貸借対照表及び前年度の損益計算書（備えていない団体の場合は、前年度の収支決算書）」の３点を添付してください。


	団体に関する申告
	（次の内容に相違がないことを認める場合は欄にチェックしてください。）

	
	☐
	宗教の教義を広め、儀式行事を行い、又は信者を教化育成することを主たる目的としていない。


	
	☐
	政治上の主義を推進し、支持し、又はこれに反対することを主たる目的としていない。


	
	☐
	公職選挙法第３条に規定する公職の候補者（当該候補者になろうとする者を含む。）若しくは公職にある者又は政党を推薦し、支持し、又はこれらに反対することを目的としていない。


	
	☐
	川崎市暴力団排除条例第２条第３号に規定する暴力団員等若しくは同条第５号に規定する暴力団経営支配法人等又は同条例第７条に規定する暴力団員等と密接な関係を有すると認められる団体ではない。また、同意書のとおり、団体の代表権を有する者全員の個人情報を神奈川県警察本部に照会することを承諾する。


	
	☐
	団体又はその代表者が契約を締結する能力を有する者である。


	
	☐
	団体又はその代表者が、川崎市税、法人税、消費税及び地方消費税を滞納していない。


	
	☐
	公序良俗に反しない団体である。
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